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恒星時の時計など
On　Sid，ereal　Clocks，　etc．

山本一溜　Issei・yαm，αrn・t・．

　時計によって，常に正しい時刻を保持ずるといふととは，天文家の一一一つの樂

しみである．二普通の人ならば，毎日3度も4度目ラヂオの報時を驚いたり，家

の中に“時計室”や“時計の置き場”（Clock－corner）を設けて，寒暖計や，氣

庵計や，三度計によって，その場所の槍奪を綾けることなどは，非常に厄介な

ことと見えるかも知れないけれど，天文家にとっては之は一つの嬉しい道樂で

あり，又，二二な趣味でもある．こんなにして時計に凝り出すと，しまぴには，

星を襯測することよりも，時計の御守りをする：方が興味深くなって点るtとも

ある．死んだ阪東彦三郎丈といふ名優は，有名な“時計氣狂ぴ”で，家には大

小種々の時計や1無線受信機等をならべ，（星の趣味は有たなかったらしいけ

れど，）晩年にはシンクロノーム時計などを置いたりして，舞豪に出てみる時で

も時計のことを老へてるたとV・ふ話であるが，天文家は，1そればどでなV・にし

ても，一通り以上に“時計”を愛する人であって卜いと思ふ．

　前にも述べた通り，時計は最も通俗界に普及した精密機械であって，その目

的は

　1，正確に時を計ること

　2．地球の自蓉を測る～二と

である．普通の“太陽時”を計るだけならば，本誌に於いて今までに述べたこ’

とを重三して貰へば宜V・のであるが，“地球の自害を測る”ためには，希均太陽

時の標準時評のほかに，今一つ“恒星時”を示す時計を設置する＼ことも，此丈

家として一段進歩した構へであろう．と言って，“恒星時々計”は決して装飾品

や，賛澤品ではないことは勿論であって，種々の天膿観測をする場合に，欠く

べからざる必要品として，完備した天文皇には，砦これが備へられてあるもの
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である．．

　“干均時”と“恒星時”との間の“歩み”の丁丁は，普通の天文書にも書いて

ある通り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　午均時の24時間0分0秒＝恒星時の24時間03分56．555

　　　恒星時の24時間0分0秒＝zF均痔の23時間56分04．091

で，つまり，1日の間に，恒星時は午均時よりも3分56秒半かり進むのである．

故に，恒星時を示す時計としては，普通の時計の内部にある機構を調節して，

約4分だけ進むやうに“歩み”を攣へれば呪いのである．これは懐申時計でも

振子時計でも，容易に攣更が出労るものである．勿論，この攣更は，秒以下の

細かい黙まで實施することは誰だつて（時計師だつて）出際ることでない．ま

つ，約4分だけ毎日進むやうに調節して，あとは，雫均痔の時計と同様に，毎

日標準の恒星時と比較するに止め，決して針をいじらなし（こと，そして，やは

り，一定の時計室に置き，あらゆる注意を携ぴ，一日（又は一週）に只一回だ

け，一定の時にゼンマイを巻く等のことを，手解時々計と全く同様に行ふので

ある．

　さて，この恒星時の標準時刻を如何にして知るかといふに，一匹，この“恒

星暉’といふもの越，世界中，どこの天文豪からも放慨してみるものではない．

叉，この“恒星時”には“中央恒星時”と卒するものがあるのではなくて，皆，

各地各天文壼での“地：方恒星時”である．言ぴ換へれば，各地黙に於いて，各

時聞に其の眞の子午線を通過しつ玉ある恒匿の赤経が，その土地での“恒星時”

である．ところが，天文年鑑（天界第259號）や各天罷暦表には，“グリニチ恒

星時”なるものが載ってあるから，これから各地の経度を差引きして，各地の

恒星時を算出するのであって，

　　　“恒星曜，口“グコニチ恒星時”十（其の土地のグリニチ東経）

ヌ．は　　　　　　＝“グリニチ恒星時”一（其の士地のグリニチ西経）

とV・ふ關係にある．從って，こうした恒星時は，第均太陽時が精密に知れてみ

る時に，この計算法によって得られるのである。

　ところが，正しい恒星時は，理屈から言ふと，“その土地の子午線上に於ける

春分黙の時角”であると言ひ得るのであって，從って，『二丁時とは全く無電係

な一つの時刻系であるから，むしろ直接に恒星を観測して此れを得ることも出

來るのである．尤も，これには子午儀とか，子午環とか謂ふ専門的な器械が必

要である．

　自分は，しかし，今もつと簡軍な方法で，直接に星の観測から恒星時を得る

設備を田上に作らうと考へてるる一一一若し“手均時”を，毎日3～4回の無線放

邊から罐取するのと同じやうな方法で，毎日（三夜を分たす）3～4回の恒星観
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測をすることが出回れば，それによって，恒星時を可なり立派に（秒以下まで）

保持することが出來るわけである，そこで，先づ，この恒星の通過を襯測する

　　　　　　　　　　　　　ワのみのため専用の小型望遠鏡を定め7．．．とれをド1ムの中の石の蜜にセメントで

固定し，一年中，叉，一日中，この固定した望遠動の覗野の中の一定の二藍の

通過を観測するのである。． ｳて，こうした固定の望遠鏡で，如何なる恒星を見

得るかといふことを知るために，比較的に明るV・星の表を調査して見たとと

ろ，次ぎのやうな5群の星を見付けた．
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　望遠鏡を固定するのだから，どうしても，ほX’同じ赤緯の星を群として選ば

ねばならぬ．伺，書も夜も観測し得るために，比較的に明るい星を採らね、ばな

らぬ．一とにかく，これ等の5群のうち，何れか一一つの群が見えるやうな方向

に二二鏡を固定するといふ所に要領がある．必ずしもこれは其の土地の子午線

上に於いて硯測する必要はない．その土地での三角は何でも宜いのである．し

かし，一一・旦この望遠鏡を固定したら，その固巧し．た方向の時角を，礒年1～2回
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は，三聖によって決定しなければならぬ。それは，早均太陽時との關係から，

計算して算出すれば宜い．

　自分は，思ふに，この固定望遠鏡による恒星時の直接襯測は，よほど興味あ

る仕事だと思ぴ，田上でも，近V・うちに實行したいと考へてるる．

　但し，この恒星時の観測には，恒星の赤維を正確に知って置く必要上，精し

い天竺暦が要る．しかし，これには，水路部の“天膿位置表”があれば充分で

ある．叉，若し護四国に，この種の観測をやる人が澤山あるやうになれば，毎

年の天文年鑑にも，とれ等の星の赤経を載せたいと思ってみる．

　戦宰の護展が將來如何なる所まで行くか，吾々には知れないことだけれど∫

若し萬一ラヂオの報時が中止されるやうなことがあれば，、（叉は，何かの理由で

毎日の配電が止められ，ラヂオが働かなくなれば）この恒星時の直接観測とい

露、ことが，天文家には大塗に重要なものとなることは，言ふまでもない。

ム時計の話の序でtc　一一一一田上天文窒では，フブヴル・プラント製の大型振子時計

をλ幡の吉田氏から贈られたので，大ド1ム内に据え付け，去る七月10日に運

韓を始めた。．ド1ムの中は，恒温でないから，このまNでは，時計の歩みは標

準的とは言へないが，始絡クロノメータと比較して，誤差を修正して行くつも

りである．尚，今のましでは，振予の補正が充分でないので，いろんな材料を

使って，今後ゆっくりと振子の研究を績けたいと思ってみるが，さしあたり，

よく枯れた三二を試験し，それから，ガラス棒，石英俸などを，順に使用して

見たV・．こめ時計は，毎時0分と2分とに時鐘が鳴り，叉，そのほかの時にも

紐を牽けば何回でも痔鐘を打づし，又，30分目時にも一つ鐘を打つことになっ

てみる珍らしい型のもので，よぼど以前にスヰスで作られたものらしく，外割

は古色蒼：然としてみるが，機械部は確かなものである．

　田上では，脛46センチのカルゾ鏡を：九月17日に東京の小糸製作所に運び込ん

で，首尾よくアルミ鍍に成功した．これで歎年間は鏡面に何の心配も無く凝測

が出汐ることは嬉しい．小さい鏡の類が二つ三つ未だ關西光學に預けてあるが

これ等も近日中にアルミ鍍を終り，すべての準備を習うして秋の研究陣を布か

うと考へてるる．世界を學げての戦時である。若V・人々は皆第一線に，或は銃

後の各方面に活躍中である．吾々も學術研究によって，奉公の實をi誰さねばな

らなV・．（1943－6・一一20）
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母家杜會及び學界一般の欣勢にかんがみ，諸役員大多歎の賛同を得て，今

般．本呼名を“東亜天：文學會”と改めた。

　　昭和18年九月　　　　　　　　　　　會　　 畏


